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は じめに

本報告書は広報学検討研究会の 2年目の報告書で

ある。 l年目の中間報告書 (W広報学への接近j) で

は研究会メンバーがそれぞれの視点で、広報学への思い

や仮説を提案したが、 2年目の活動は「広報学仮説J
の提案に挑i践した。

途中、果して 「広報学」という取り組みは可能な

のか、という意見もいただいたが、日本広報学会と

いう以上は、広報学をどう考えるかを明確にすること

は避けては通れない謀題である。それに前回も書いた

が、日々行われている膨大な「広報活動」の重要性

を考えると、そこでの蓄積を何らかの形で客観化し、

知の体系として構築する枠組みを作っておく価値は大

いにある。

もちろん当初から 1年や 2年で結論が見出せるよう

なテーマでないことは参加者も十分承知しているもの

の、ともかく誰かが一歩踏み出せなければならないと

いう思いから、今回は具体的に「広報学」のテキス

トづくりをイメージ しながら議論を進めることにし

た。

広報学についてはあまりに多義的であることと「学」

としての捉え方の問題もあって、議論するよりも、む

しろ個人研究を中心として、その成果を持ち笥:った

議論に したいと思っていたが、なかなか思うようには

進まず、結果としては前回と同じく中間報告書的な

ものになってしまった。これは一重に主査の責任であ

る。

今回の主取IJは君島論文 fi広報学」の体系化と定義

への試み』と和田論文 『広報学の定義と体系化のた

めの一考察Jである。研究会全員の総立ではないが、

研究会の議論も踏まえながら私論的試論を展開して

もらった。いずれも、これから「広報学」を l議論し

ていく上でのたたき台になるものと保信 している。合

わせて、広報学を議論していく上でのいくつかの視点

をまとめた論文を 6編採録した。

研究会参加者の思いは、この報告書が広報学への

関心を高め、理論と実践を統合 した広報学の基本テ

キストの実現につながっていくことである。日本の社

会科学、特に経営学の分野では、「学の基本となるテ

キスト」への関心が低く、そのために折角の研究や実

践の成果が社会的に蓄積されにくい状況にある。 こ

の報告書がきっかけとなり、広報学の基本テキス トづ

くりの動きが出てくることを念願している。

広報学検討研究会主査

佐藤修
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